
 

 
 
 

 ※試料の性質や組成によっては分析できない場合があります。 
 

未知の成分の構造推定 

事 例 質量分析により農林水産物に含まれる未知の成分の構造推定を行いました。 

試験内容

と結果 

 イオントラップ型高速液体クロマトグラフ質量分析システム（LC-ITMS）は、混合物の試料

を高速液体クロマトグラフ（LC）で成分分離した後にオンラインで質量分析を行う装置で

す。食品成分や植物由来成分などの有機化合物の分離及び質量分析を行います。 

一方、質量分析装置に直接試料を導入し、試料に含まれる成分の組成を観察することも

可能です。食品成分や植物由来成分など、質量/電荷比 6,000 までの有機化合物の精密

質量や分子構造の解析ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 LC-MS で得られる混合試料のクロマトグラム（上）とマススペクトル（下） 

使用装置 

イオントラップ型高速液体クロマトグラフ質量分析システム（LC-ITMS） 

（令和元年度電源立地地域対策交付金） 

 

 

 

使用料 イオントラップ型液体クロマトグラフ質量分析システム  ７，０００円／時間 

メーカー名： Thermo Fisher Scientific 

型式：Vanquish (LC部), Q Exactive (ITMS部) 

【仕様】 

・質量分析方式： 四重極－オービトラップ 

・四重極による質量分離レンジ： 0.4Da 

・質量測定範囲： m/z 50〜6,000 

・測定質量精度： 1 ppm 

・スペクトル/クロマトグラムにおけるダイナミ

ックレンジ： 5,000/1,000,000 

・質量分解能： 140,000 FWHM（m/z 200時） 

・イオン源： ESI及びAPCI 

・LC部： 高圧 (最大103 MPa) 対応UHPLC  

※ある農林水産物由来の

試料を分析した結果を示し

ます。クロマトグラムのピー

ク数から、この試料に多数

の物質が含まれることがわ

かります。また、各ピークの

マススペクトルから得られる

精密質量やフラグメントパ

ターンを用いて、物質の組

成式や分子構造が推定で

きます。 


